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      「一年を振り返って」　　　　　　 　　校長　久　富　正　規 

　北海道にもゆっくりとした春の訪れを感じられるようになっ

てきました。３月１日には、多くの御来賓や保護者の皆様にも

御参列いただいた中で卒業証書授与式を挙行し、16名の卒業生

に卒業証書を授与しました。一人一人の生徒の証書を受け取る

表情は、新たな挑戦への決意を持ったたくましさやこの学校で

の３年間に想いを馳せる表情など複雑な想いが現れます。卒業

生にとっては、これからこそが神勢の本番です。いつまでも夢

や希望をもち続け、健康で充実した豊かな人生を送ってくれる

よう祈っています。 

　さて、今年度の千歳高等支援学校は、積極的な教育活動を進

めることができました。学校外での学習や外部の方に学校に来ていただく機会も意図的に設定し

ました。また、地域とのつながりをより強固なものにするために学校運営協議会の委員も５名か

ら10名に増やし、学校に対してより様々な御意見をいただくよう取組を進めてきました。 

　多くの人に本校や教育活動に関心を持っていただくのは、今、在籍する生徒や今の教育活動を

展開していくために必要なことを考えること、生徒同士の関わりや誰かに説明する機会を意図的

に設定した学習活動など多様な学習を計画的に進める必要があります。これらを踏まえた本校の

教職員の思いとそれをポジティブに考え進める取組は、生徒にも多大な影響があり、それぞれの

取組の成功につながったと考えています。 

　現在は、来年度に向けた準備も進んでいます。令和７年度は、これまで進めてきた教育課程改

訂ですが、いよいよ授業実践と密接に結びつく点についてその検証を進めます。学習指導要領の

改訂の経緯で「これからは、生産年齢人口の減少、グローバル化の進展、絶え間ない技術革新に

よって社会構造や雇用環境が大きく変化し、予測困難な時代になる中で一人一人が持続可能な社

会の担い手として新たな価値を生み出していくことが期待される」と示されています。新しい時

代の担い手として生きていく生徒を育てるために必要な学びをより具体に進めていきます。新た

な学びは、様々な教育活動の実際の中で磨かれていくために今後も修正等も加えながらの教育活

動となりますが、新しい時代の学びの充実を図るよう全職員で取り組んでまいります。御不明な

点は勿論ですが、本校の教育活動に御意見や御要望などありましたら、是非お聞かせください。 

　最後に私事ですが、今年度末をもって規定によって60歳になったことから校長職を降りること

となります。本校に赴任する時から２年間の期限を承知していましたが、「生徒の学びが卒業後

につながるものである」よう努めてまいりました。未来をまっすぐに見つめる生徒たち、温かく

お子さんを支える保護者の皆様、千歳市に設置されている本校にあらゆる形で応援してくださる

地域や関係機関の皆様、そしてただ真摯に生徒と向き合い生徒の未来のために労苦を惜しまない

本校の全教職員、多くの皆様に助けていただきました。大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。 

　振り返るとやはりいろいろなことがあったと感じる一年でした。本校の教育活動に御理解と御

協力をいただきました保護者の皆様、地域並びに関係機関の皆様に改めまして深く感謝申し上げ

ます。 
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本校の校⻑久富正規先⽣が、今年度をもって御退職
されることとなりました。⻑年にわたり本校の発展に尽
⼒されましたことに深く感謝申し上げます。
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        １学年第２回現場実習を終えて　　　　　教諭  秋　田　　　聡   

　第２回現場実習の事前学習は、３学期始業式の日から始まりました。オリエンテーションでの

注目は、「実習先はどこになるのだろうか」です。誰もがドキドキしながら授業に参加しまし

た。今回の実習先は千歳市内12か所の企業にお世話になりました。業種も流通、製造、福祉、飲

食、サービスと様々な仕事内容です。単独、グループ、引率とそれぞれの実態に応じて実習に取

り組みます。 

今回の実習のポイントは「自分で考え、実行すること」です。事前の準備からしっかりと理解

し、何かあった時にも自分から解決のために動き相談することを求めました。 

　冬場の現場実習では、天気の影響で公共交通機関が乱れることが予想されました。案の定、初

日の公共交通機関は雪の影響で遅れが出ました。でも、すぐに電話連絡するなどの行動で大きな

影響なく実習をすることができました。現

場実習は、作業そのものの体験も重要です

が、通勤や正しい生活など働くために必要

ないろいろな力も試されます。 

２年生の現場実習は、原則それぞれの生

活地域において単独で取り組みます。だか

らこそ最終的に頼れるのは自分自身の行動

力です。今回の現場実習で身に付けた力を

次回に繋げてほしいです。 

 

        ２学年年第２回現場実習を終えて　 　  　教諭  向　　　かおり 

　第２回２学年第３回現場実習（課題別実習）が２月10日（月）から21日（金）まで行われまし

た。校外の実習を行ったのは３名で、千歳市内の福祉事業所や一般企業での仕事を体験させてい

ただきました。 

３名それぞれ、自分の進路選択を確かめたり、自己理解を深めたりする、重要な経験をするこ

とができました。 

そのほかの生徒たちは、３日間の日程で校内実習を行い、校内や自動車学校、社会福祉協議会

などの清掃、箱折りやネジの組み立てなどの委託作業に取り組みました。 

今回は作業内容ごとにグループ編成を変え、周囲と協働して働くことや自己の責任や役割への

意識を高めることを目標に取り組みました。これまでに経験のある仕事内容にも、緊張感を持っ

て取り組む生徒が多く見られました。 

どのような環境でも、自分の課題や目標に対する意識を高く持つことで、行動面や精神面で多

くの力が身に付きます。 

２学年はいよいよ進路決定へと進みます。３学年で良いス

タートが切れるよう、春休みのうちに気持ちの準備も済ませ

ておいてください。 

《 実習先 》 
生活協同組合コープさっぽろ 宅配事業本部 千歳センター 
株式会社積水化成品北海道　ケアハウス千歳ふくろうの園 
イオン北海道株式会社 イオン千歳店　フジッコ株式会社 
株式会社北海道興農社　マクドナルド千歳新富店 
株式会社ダスキンプロダクト北海道 
なんでもリサイクルビッグバン千歳信濃店 
株式会社JALUXエアポート　回転寿し旬楽 千歳店 
ヴィクトリアステーション千歳駅前店

実習先 
株式会社ひまわりの会 カレーのちから 
マルハチ急行株式会社 サークルエイト 
スーパーセンタートライアル千歳清流店
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退職者・転出者からの挨拶 
 

      　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　神　上　祐　子 
千歳高等支援学校での着任式を今でも鮮明に覚えています。「なんて

静かな式。そして、礼儀正しく目を見て挨拶をしてくれる生徒の皆さ

ん」。そんな第一印象でした。７年間、進路指導を担当させていただき

ましたが、実習先や進路先からも褒めていただくことが本当に多いで

す。「人とのコミュニケーションは、まずあいさつから」と言います

が、今後も当たり前のようにできるようになってほしいと思います。４

月からは、私も当たり前のことを継続しながら頑張りたいと思います。 

７年間ありがとうございました。 

 

      　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　笹　森　比呂志 
この度、北海道余市養護学校へ異動となりました。勤務した10年間を

思い起こすと、毎日生徒のみなさんといろいろとお話をしたことばかり

思い出します。また、生徒のみなさんは、進路実現のため日々努力をし

ている姿を見て、少しでもお役に立てればと思いながら過ごしてきまし

た。高校生という限られた時間の中で、どうか、今しかできないことを

挑戦したり楽しんだりしてほしいと思います。保護者の皆様、PTAの活動

など、いろいろと御協力いただきありがとうございました。 
 

     感謝、共に成長、大きな財産を胸に　　　教諭　雫　石　忠　司 
　自学科実習では、一人一人が将来の就労に向けて直向きに取り組む姿

にいつも元気をもらい、共に成長できた７年間でした。また、特別支援

コーディネーターとしてパートナーティチャー事業に携わせていただ

き、各学校で出会った先生方と子どもたちについての支援方法につい

て、一緒に考えられたことも大きな財産となりました。保護者の皆様に

もたくさん、御支援を賜り、感謝でいっぱいです。この学校で学んだ財

産を次の学校でも活かしていきたいと思います。７年間ありがとうござ

いました。 
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      皆様に感謝‼︎                   事務主任　佐　藤　尚　樹 
　３月も中盤から終盤に差し掛かり、すっかり春の陽気を感じる季節とな

りました。 

　平成31年４月に赴任し、一年前までは、移動される先生方を見送る立場

でしたが、今回は自分が異動する事となりました。分ってはいても、とて

もさみしい気持で一杯です。 

　赴任してからの６年間、毎日つくづく感じたのは、生徒の皆さんの元気

な挨拶!!本当に癒されました!!挨拶は、卒業し会社に就職しても、上司や

同僚とコミュニケーションを計る上で、一番大切な事だと思います。忘れ

ずに頑張ってもらいたいと思います。 

　教職員の皆様、６年間本当にお世話になりました。おかげさまで、いろいろな事を御指導して

頂き、充実した日々を過ごす事が出来、感謝の気持ちでいっぱいです。 

　至らない点も多々ありましたが、どうか御容赦ください。 

　皆様から、御指導して頂いた事を生かし、次の職場でも頑張ります。 

　最後に、北海道千歳高等支援学校、教職員、生徒の皆様の御健康と御活躍を御祈念し、異動の

挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 
     　　　　　　                   　　教諭　山　崎　晶　子 
　この度、病気治療に専念するため、退職することに致しました。６校

目である本校には昨年度着任し、この３月に担任として卒業生を送り出

すことができました。職業学科である本校で、社会人として必要な力を

生徒に学んでもらえたことは、教員人生でとても意義ある時間でした。

また、専門の音楽では、仲間と協力しながら楽曲に取り組む楽しさや合

奏を創り上げる喜びを生徒と共に感じることができ、充実した日々を送

ることができました。 

保護者や地域の皆様には、これまで多大なる御指導・御鞭撻を賜り

ましたこと、厚く御礼申し上げます。２年間、有難うございました。 

 

今後の主な学校行事 
 
 

 

３月24日（月）　修了式、離任式 
３月25日（火）　学年末休業〜31日 

４月 １日（火）　学年始休業〜 ７日 
４月 ８日（火）　第１学期始業式 
４月 ９日（水）　第12回入学式 
４月16日（水）　新入生歓迎会 
４月25日（金）　スマホケータイ安全教室 
※４月　職業相談
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